	24
（月）
	やぐらを建 (た)てよう

	
	使11章19～30節　さて、ステパノのことから起 (お)こった迫害 (はくがい)により散 (ち)らされた人々 (ひとびと)は、フェニキア、キプロス、アンティオキアまで進 (すす)んで行 (い)ったが、ユダヤ人 (じん)以外 (いがい)の人 (ひと)には、だれにもみことばを語 (かた)らなかった。(19)

	
	世界 (せかい)福音化 (ふくいんか)するRemnantは、まずサタンの間違 (まちが)ったやぐらが崩 (くず)される必要 (ひつよう)があります。そして、祈 (いの)りによって私 (わたし)の中 (なか)に神様 (かみさま)のやぐらが建 (た)てられます。たましいの中 (なか)に神様 (かみさま)のやぐらが刻印 (こくいん)されれば、運命 (うんめい)が変 (か)わって、教会 (きょうかい)が生 (い)かされます。そして、世界 (せかい)福音化 (ふくいんか)の門 (もん)が開 (ひら)かれます。

１つ目 (め)、24やぐらを建 (た)てましょう。今 (いま)も神 (かみ)の国 (くに)のことは確 (たし)かに成 (な)されています。神 (かみ)の国 (くに)を祈 (いの)るとき、神様 (かみさま)が私 (わたし)と私 (わたし)たち、すべてとともにおられる答 (こた)えが与 (あた)えられます。２つ目 (め)、24やぐらが建 (た)てられれば、神様 (かみさま)のほかのやぐらが建 (た)ちます。三位 (さんみ)一体 (いったい)の神様 (かみさま)が私 (わたし)のたましい、心 (こころ)、考 (かんが)え、すべての中 (なか)に臨 (のぞ)みます。そして、御座 (みざ)の力 (ちから)で私 (わたし)に臨 (のぞ)んで働 (はたら)かれます。そのとき、私 (わたし)の過去 (かこ)、現在 (げんざい)、未来 (みらい)が神様 (かみさま)によって生 (い)かされ、*５つの力 (ちから)ができます。空中 (くうちゅう)の権威 (けんい)を持 (も)つ支配者 (しはいしゃ)であるサタンに勝 (か)つ力 (ちから)と、*CVDIPの答 (こた)えをあらかじめ受 (う)けます。また*三 (みっ)つの庭 (にわ)を準備 (じゅんび)するようになります。３つ目 (め)、未来 (みらい)のやぐらを見 (み)るようになります。未来 (みらい)のやぐらは、契約 (けいやく)をあらかじめ見 (み)て、あらかじめビジョンを持 (も)つことです。すると、あらかじめ味 (あじ)わって、征服 (せいふく)するようになります。これを成就 (じょうじゅ)しに行 (い)くのです。Remnant７人 (にん)が、この答 (こた)えを受 (う)けました。

Remnantは、御座 (みざ)の奥義 (おくぎ)を持 (も)って、私 (わたし)の中 (なか)に神様 (かみさま)のやぐらが建 (た)てられるように祈 (いの)りましょう。
*５つの力 (ちから)-霊力 (れいりょく)、知力 (ちりょく)、体力 (たいりょく)、経済力 (けいざいりょく)、人材力 (じんざいりょく)のことを言 (い)います。
*CVDIP – Covenant、Vision、Dream、Image、Practiceの略 (りゃく)です。
*三 (みっ)つの庭 (にわ)-サミットの庭 (にわ)、癒 (い)やしの庭 (にわ)、子 (こ)どもたちの庭 (にわ)のことを言 (い)います。

	
	神様 (かみさま)、私 (わたし)の中 (なか)の間違 (まちが)ったやぐらが崩 (くず)れて、神様 (かみさま)のやぐらが建 (た)てられ、世界 (せかい)福音化 (ふくいんか)するRemnantになりますように。生 (い)きておられるイエス・キリストの御名 (みな)によってお祈 (いの)りします。アーメン
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	25
（火）
	神様 (かみさま)の旅程 (りょてい)-だまされてはなりません

	
	使11章19～30節　さて、ステパノのことから起 (お)こった迫害 (はくがい)により散 (ち)らされた人々 (ひとびと)は、フェニキア、キプロス、アンティオキアまで進 (すす)んで行 (い)ったが、ユダヤ人 (じん)以外 (いがい)の人 (ひと)には、だれにもみことばを語 (かた)らなかった。(19)

	
	神様 (かみさま)はRemnantに向 (む)けた計画 (けいかく)を持 (も)っておられます。Remnantは、私 (わたし)と私 (わたし)の家庭 (かてい)を見 (み)て、だまされてはなりません。Remnant７人 (にん)は、どんな困難 (こんなん)にも、だまされずに勝利 (しょうり)しました。その理由 (りゆう)は何 (なん)でしょうか。

１つ目 (め)、終 (お)わりを知 (し)っていたからです。やってくるわざわいを止 (と)める世界 (せかい)福音化 (ふくいんか)は、神様 (かみさま)の絶対 (ぜったい)計画 (けいかく)です。これが神様 (かみさま)がRemnantを呼 (よ)ばれた理由 (りゆう)です。２つ目 (め)、道 (みち)を知 (し)っていました。Remnantは、今 (いま)も働 (はたら)いておられる三位 (さんみ)一体 (いったい)の神様 (かみさま)の道 (みち)にしたがって行 (い)けば良 (よ)いのです。どんな場合 (ばあい)にも揺 (ゆ)れない神様 (かみさま)のみことばと、勝利 (しょうり)の奥義 (おくぎ)と確信 (かくしん)、世 (よ)の中 (なか)を変 (か)える流 (なが)れを持 (も)って一生 (いっしょう)の答 (こた)えを見 (み)つけ出 (だ)して行 (い)くのです。Remnantが行 (い)く所 (ところ)に御座 (みざ)の奥義 (おくぎ)が成 (な)されるように祈 (いの)れば、すべての道 (みち)が御座 (みざ)のキャンプになります。３つ目 (め)、内容 (ないよう)を知 (し)っていました。Remnantは必読書 (ひつどくしょ)を読 (よ)んで、神様 (かみさま)のみことばから答 (こた)えを出 (だ)しましょう。偉人 (いじん)の霊的 (れいてき)問題 (もんだい)を見 (み)て、キリストで答 (こた)えを出 (だ)します。そして*三 (みっ)つの祭 (まつ)りと礼拝 (れいはい)、祈 (いの)りについて知 (し)りましょう。すると、タラントが発見 (はっけん)できて、専門性 (せんもんせい)の答 (こた)えが与 (あた)えられます。そして、世界化 (せかいか)の答 (こた)えを受 (う)けます。

神様 (かみさま)が準備 (じゅんび)された旅程 (りょてい)の終 (お)わりと道 (みち)、内容 (ないよう)を分 (わ)かるRemnantになりましょう。

*三 (みっ)つの祭 (まつ)り：過越祭 (すぎこしさい)、五旬節 (ごじゅんせつ)、仮庵祭 (かりいおさい)を意味 (いみ)します。

	
	神様 (かみさま)、神様 (かみさま)が準備 (じゅんび)された旅程 (りょてい)を進 (すす)むRemnantになりますように。生 (い)きておられるイエス・キリストの御名 (みな)によってお祈 (いの)りします。アーメン
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	26
（水）
	絶対 (ぜったい)やぐら

	
	使1章1～8節　しかし、聖霊 (せいれい)があなたがたの上 (うえ)に臨 (のぞ)むとき、あなたがたは力 (ちから)を受 (う)けます。そして、エルサレム、ユダヤとサマリアの全土 (ぜんど)、さらに地 (ち)の果 (は)てまで、わたしの証人 (しょうにん)となります。」(8)

	
	Remnantは朝 (あさ)に御座 (みざ)の力 (ちから)が臨 (のぞ)むように祈 (いの)りましょう。すると、私 (わたし)の中 (なか)にやぐらが建 (た)つようになり、神様 (かみさま)が与 (あた)えられた旅程 (りょてい)を進 (すす)み、絶対 (ぜったい)やぐらを建 (た)てる道 (みち)しるべが出 (で)て来 (き)ます。昼 (ひる)には、どんな祈 (いの)りをすれば良 (よ)いのでしょうか。

１つ目 (め)、すべてを祈 (いの)りに変 (か)えましょう。モーセはホレブ山 (さん)で羊 (ひつじ)を飼 (か)っているときに、神様 (かみさま)の御声 (みこえ)を聞 (き)きました。現場 (げんば)で祈 (いの)りをいつもしていたということです。これは小 (ちい)さなことのように見 (み)えますが、とてもすばらしい導 (みちび)きと答 (こた)えを受 (う)けることができます。ダビデも羊飼 (ひつじか)いのときに、ずっと祈 (いの)っていました。２つ目 (め)、すべてを祈 (いの)りに変 (か)えて、私 (わたし)の時刻表 (じこくひょう)ではなく、神様 (かみさま)の時刻表 (じこくひょう)を待 (ま)ちましょう。イエス様 (さま)は神 (かみ)の国 (くに)が臨 (のぞ)むように祈 (いの)りなさいと言 (い)われました。これを最 (もっと)もよくした人 (ひと)がパウロです。パウロは会堂 (かいどう)で神 (かみ)の国 (くに)について説明 (せつめい)して、神 (かみ)の国 (くに)を待 (ま)ちました。その結果 (けっか)、ティラノで奇跡 (きせき)が起 (お)こりました。３つ目 (め)、神様 (かみさま)の時刻表 (じこくひょう)を待 (ま)っていて、挑戦 (ちょうせん)しましょう。ダビデは、主 (しゅ)の御名 (みな)をバカにするゴリヤテに会 (あ)いました。この時刻表 (じこくひょう)がきたとき、主 (しゅ)の御名 (みな)によってゴリヤテに挑戦 (ちょうせん)して勝利 (しょうり)しました。

夜 (よる)には深 (ふか)い祈 (いの)りと深 (ふか)い呼吸 (こきゅう)をしましょう。するとRemnantに永遠 (えいえん)の嗣業 (しぎょう)、作品 (さくひん)、遺産 (いさん)が出 (で)てくるでしょう。

	
	神様 (かみさま)、朝 (あさ)、昼 (ひる)、夜 (よる)に祈 (いの)るRemnantになりますように。生 (い)きておられるイエス・キリストの御名 (みな)によってお祈 (いの)りします。アーメン
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	27
（木）
	レムナントの奥義 (おくぎ)

	
	創37章11節　兄 (あに)たちは彼 (かれ)をねたんだが、父 (ちち)はこのことを心 (こころ)にとどめていた。

	
	神様 (かみさま)は、時代 (じだい)ごとにRemnantを通 (とお)してわざわいを止 (と)められました。神様 (かみさま)が７つの時代 (じだい)のわざわいを止 (と)める祝福 (しゅくふく)をRemnantに与 (あた)えられたのです。TCKには７つの現場 (げんば)を生 (い)かす祝福 (しゅくふく)を備 (そな)えられました。親 (おや)たちにはRemnantに向 (む)けた契約 (けいやく)を与 (あた)えられました。そして、神様 (かみさま)はRemnantとTCKに、重要 (じゅうよう)な三 (みっ)つのことを与 (あた)えてくださいます。

１つ目 (め)、Remnantに、家族 (かぞく)も知 (し)らないことを知 (し)らせてくださいます。神様 (かみさま)は夢 (ゆめ)を通 (とお)してヨセフに正確 (せいかく)な契約 (けいやく)を知 (し)らせてくださいました。これはヨセフの親 (おや)も知 (し)りませんでした。２つ目 (め)、Remnantに国家 (こっか)の指導者 (しどうしゃ)が知 (し)らないことを知 (し)らせてくだいます。神様 (かみさま)は指導者 (しどうしゃ)も知 (し)らない神様 (かみさま)の計画 (けいかく)をヨセフに知 (し)らせてくださいました。３つ目 (め)、Remnantに現地 (げんち)の指導者 (しどうしゃ)が知 (し)らないことを知 (し)らせてくださいます。神様 (かみさま)はエジプトのファラオも知 (し)らなかったエジプトの未来 (みらい)を、ヨセフに知 (し)らせてくださいました。ファラオは、ヨセフを神 (かみ)の霊 (れい)が宿 (やど)っている者 (もの)だと言 (い)いました。

Remnantが礼拝 (れいはい)の時 (とき)に与 (あた)えられたメッセージを祈 (いの)りで味 (あじ)わえば、霊的 (れいてき)な力 (ちから)を受 (う)けます。この力 (ちから)で現場 (げんば)に重要 (じゅうよう)な答 (こた)えを伝 (つた)えれば良 (よ)いのです。神様 (かみさま)が、だれも知 (し)らない現場 (げんば)をRemnantに見 (み)せてくださるでしょう。

	
	神様 (かみさま)、時代 (じだい)のわざわいを止 (と)めるレムナントとして準備 (じゅんび)されますように。生 (い)きておられるイエス・キリストの御名 (みな)によってお祈 (いの)りします。アーメン


2024.07.27.レムナントとTCK伝道学



	28
（金）
	伝道 (でんどう)弟子 (でし)の奥義 (おくぎ)(8月 (がつ)学院 (がくいん)福音化 (ふくいんか))

	
	創41章38節　そこで、ファラオは家臣 (かしん)たちに言 (い)った。「神 (かみ)の霊 (れい)が宿 (やど)っているこのような人 (ひと)が、ほかに見 (み)つかるだろうか。」

	
	Remnantは祈 (いの)りの幸 (しあわ)せを24味 (あじ)わっていると、300%が出 (で)てきます。祈 (いの)りの力 (ちから)25を見 (み)つけるなら、伝道者 (でんどうしゃ)の答 (こた)えを受 (う)けて、祈 (いの)りが完成 (かんせい)される永遠 (えいえん)の答 (こた)えを味 (あじ)わうようになります。その中 (なか)で世界化 (せかいか)の答 (こた)えが出 (で)て来 (く)るのです。実際 (じっさい)に祈 (いの)り始 (はじ)めれば、時空 (じくう)超越 (ちょうえつ)の働 (はたら)きが起 (お)こっています。このような答 (こた)えを持 (も)って行 (い)くRemnantには、どんなことが待 (ま)っているのでしょうか。

１つ目 (め)、伝道者 (でんどうしゃ)エリヤは、カルメル山 (さん)とホレブ山 (さん)で暗闇 (くらやみ)の勢力 (せいりょく)を打 (う)ち砕 (くだ)きました。そして、Remnantエリシャを立 (た)てました。エリシャは最 (もっと)も危険 (きけん)なときに呼 (よ)ばれ、神様 (かみさま)が与 (あた)えられた天命 (てんめい)、召命 (しょうめい)、使命 (しめい)を受 (う)けました。霊 (れい)の二倍 (にばい)の分 (ぶん)を受 (う)けて、ドタンの町運動 (まちうんどう)を行 (おこな)いました。２つ目 (め)、重職者 (じゅうしょくしゃ)オバデヤはエリヤを助 (たす)けて100人 (にん)の預言者 (よげんしゃ)を隠 (かく)しました。神様 (かみさま)はRemnantに危険 (きけん)な時刻表 (じこくひょう)の中 (なか)でも神様 (かみさま)が願 (ねが)われることができる霊的 (れいてき)な力 (ちから)を与 (あた)えてくださいます。３つ目 (め)、オバデヤが隠 (かく)した弟子 (でし)100人 (にん)と、神様 (かみさま)が隠 (かく)された７千 (せん)弟子 (でし)の答 (こた)えをエリヤとエリシャが受 (う)け継 (つ)ぎました。この答 (こた)えがドタンの町運動 (まちうんどう)につながりました。

Remnantは礼拝 (れいはい)の時 (とき)ごとに神様 (かみさま)が備 (そな)えてくださった道 (みち)を見 (み)ましょう。神様 (かみさま)は礼拝 (れいはい)と祈 (いの)りを通 (とお)して、毎日 (まいにち)最高 (さいこう)の祝福 (しゅくふく)をくださいます。



	
	神様 (かみさま)、祈 (いの)りの幸 (しあわ)せを味 (あじ)わって神様 (かみさま)の力 (ちから)の中 (なか)で伝道者 (でんどうしゃ)として生 (い)きますように。生 (い)きておられるイエス・キリストの御名 (みな)によってお祈 (いの)りします。アーメン


2024.07.27.核心訓練



	29
（土）
	新 (あたら)しい被造物 (ひぞうぶつ)

	
	Ⅱコリ5章11～21節　ですから、だれでもキリストのうちにあるなら、その人 (ひと)は新 (あたら)しく造 (つく)られた者 (もの)です。古 (ふる)いものは過 (す)ぎ去 (さ)って、見 (み)よ、すべてが新 (あたら)しくなりました。(17)

	
	Remnantは神様 (かみさま)がくださった正確 (せいかく)な契約 (けいやく)に確信 (かくしん)を持 (も)ちましょう。与 (あた)えられた契約 (けいやく)を祈 (いの)りで味 (あじ)わうとき、霊的 (れいてき)DNAが完全 (かんぜん)に変 (か)わります。Remnantはこの答 (こた)えをどのように受 (う)けることができるのでしょうか。

１つ目 (め)、日曜 (にちよう)の礼拝 (れいはい)を逃 (のが)さないようにしましょう。日曜 (にちよう)には一日中 (いちにちじゅう)祈 (いの)りの中 (なか)に入 (はい)りましょう。この祈 (いの)りの中 (なか)で礼拝 (れいはい)に集中 (しゅうちゅう)すれば、一週間 (いっしゅうかん)に受 (う)ける答 (こた)えをみことばによって確認 (かくにん)することができます。神様 (かみさま)が牧師 (ぼくし)先生 (せんせい)を通 (とお)してくださるみことばの中 (なか)から、神様 (かみさま)が私 (わたし)にくださるメッセージを祈 (いの)りで見 (み)つけましょう。２つ目 (め)、現場 (げんば)を逃 (のが)さないようにしましょう。聖霊 (せいれい)の導 (みちび)きを求 (もと)めて祈 (いの)って、神様 (かみさま)が備 (そな)えられた人 (ひと)、場所 (ばしょ)、できごとを見 (み)つけましょう。そうするうちに、門 (もん)がふさがったら、神様 (かみさま)が備 (そな)えられたターニングポイントを見 (み)つける祈 (いの)りをしましょう。Remnantは、行 (い)く所 (ところ)ごとに聖霊 (せいれい)が働 (はたら)かれることを確認 (かくにん)すれば良 (よ)いのです。３つ目 (め)、金土日 (きんどにち)時代 (じだい)と次世代 (じせだい)を逃 (のが)さないようにしましょう。イエス・キリストでなければならない理由 (りゆう)と、礼拝 (れいはい)と祈 (いの)りの重要性 (じゅうようせい)、祈 (いの)りの答 (こた)えの中 (なか)の答 (こた)えである神 (かみ)の国 (くに)を次世代 (じせだい)に伝 (つた)えことができるように祈 (いの)り続 (つづ)けましょう。

すべては神様 (かみさま)から出 (で)ていて、キリストによって*和解 (わかい)します。Remnantはキリストの契約 (けいやく)を握 (にぎ)って、ただ福音 (ふくいん)、ただ伝道 (でんどう)を心 (こころ)に決 (き)めましょう。

*和解 (わかい)　互 (たが)いに仲直 (なかなお)りすること

	
	神様 (かみさま)、正確 (せいかく)な契約 (けいやく)を確信 (かくしん)して握 (にぎ)り、祈 (いの)りで味 (あじ)わいますように。生 (い)きておられるイエス・キリストの御名 (みな)によってお祈 (いの)りします。アーメン

2024.07.28.1部



